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（4）　専門教育 へ の 橋 渡 しの た めの 科学技術 日本語教育

金沢工 業大学修学基礎教育課程

札野　寛子

科学技術 日本語教育 ＝ 専門用語の 指導 ？　論文指導 ？

科学技術 日本語の 構成

　　　　 （1）あるもの の名称や概念 を表す表現

　　　　　　　　 （例 ： 実験器具名称、専門的な法則
・公 理 名な ど）

　　　　 （2）ある もの の 性 質や状態 を描写した り、変化 して い く課程 を説明す るために 必要な表現

　　　　　　　　 （例 ：「軽い 」
「湾曲した」

「液状 の 」
「粘弾性がある」

「ゆ る やかに温度が上昇する 」

　　　　　　　　　　　「変形 する」
「白濁する」）

　　　　 （3）実験な どで の 作業に 必要 となる動作 ・操作 を示す表現

　　　　　　　　 （例 ：「つ まみ を時計方向にまわす」
厂切断す る」

「電圧 を X に設定する 」
「焼結する」）

　　　　 （4）因果関係な どの概念操作 ・
論理 的思考を表す表現

　　　　　　　　 （例 ：　 「もし〜ば 」
「〜ために 」

「〜 と推論する 」
「〜 と い う結論 が 導 か れ る 」）

＊ 日常的な表現から専門用語ま で さ ま ざまなレベ ル の 語彙が 含 まれ て い る 。

科学技術 日本語教育の段階

（1．

2．

3．

基礎的な初級日本語教育）

専門教育へ の橋渡 し の ための教育

専門書読解、論文作成指導

日本語教師が 担 当 で き る科 学技術 日本語教育 とは ？

　　　　　 ＝ 論文作成 以前 の 実験段階 な どで 、研 究室 ・実験室 で 交わされ る 日常の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 必要な

　　　　　 表現 の 学習

　　　　　 ＝ 「はざ まの 表現」 （図 1）

図 1 「はざまの 表現 」
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札野寛子 ・深澤の ぞ み　厂理工 系留学生 を対象 と した実験
・
研究に 必 要な 日本語指導の ための 語彙表現研究　一『科

　　　学技術基礎日本語』 教材開発 に向け て
一

」
『平成 7 年度日本語教育学会春季大会予稿集』、ppl186−191 （1995）

札野寛子
・
深澤のぞみ　 『科学技術基礎日本語 ：留学生 ・技術研修生の ための使える日本語』金沢工業大学出版局、

　　　 紀伊國屋書店 、 （1996）
札野寛子

・深澤のぞみ
・能波由佳　 『科学技術基礎日本語 ：留学生 ・技術研修生の ため の使える 日本語一読解編一

』

　　　金沢 工 業大学、紀伊國屋書店、（2000）
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